3○2
しばらく歩いていると、ポーラの足取りが遅れはじめた。
どうしたポーラ、大丈夫か?俺につかまれ」プーが、心配そうに肩を貸す。
「日射病にかかったらしいぞ。すごい熱だ」ジェフが、ポーラの額に手を当てて言う。
「よし、あそこのヤシの木陰にとりあえず避難しよう!」
ぼくはみんなにそう言いながら、荷物を探った。何か、いいものはなかったっけ?
◆アイテムリストに『ぬれタオル』か『すっきりハーブ』は?
●両方、もしくはぬれタオルがある615
●すっきりハーブがある7ヘ●どちらもない…643
615へ
643へ
393
フランクさんはめちやくちゃに、ナイフを振りまわしてきた。だけど、これはフェイント!
実は左手にもナイフを隠し持っていて、いきなり鋭い攻撃をみせた!それを見破るのが一
瞬遅れたぼくは、右肩をザックリやられる(HPマイナス4)
「〳〳〳。おまえはおしまいさ……
フランクさんが勝ち誇ったように言う。だが、彼のダメージも小さくないようだった。そ
の足がふらついていると見たぼくは、そのままバットを振り上げて、果敢にとびかかってい

